


結果 

①1.500グラム未満及び,1,500グラム以上,2,500グラム以下の低出生体重児の2群におい

て,ミルク負荷による影響は,ほとんど差がないと思われる。さらに,ミルク量の多寡が 5

種のアミノ酸値に重大な影響を及ぼしていない。 

②Tyr においては,低出生体重児,特に出生体重の少ない極小未熟児は,2回のスクリーニン

グが必要と考える。(5～7 日に 1回,2 ヵ月頃に 1回) 

③上記アミノ酸のうち,Tyr は血液 pH と,5%以下の危険率をもって逆相関の関係にあり,一

般状態の悪化がある場合にはスクリーニングの結果にて疑陽性を示す可能性もある。 


